























































The multiple value of human resource development project at







































目、学部科目 4 科目の 10 科目提供があった。同サ
テライトのみで経済学修士を修了することが可能で
あった（現在は、栄谷キャンパスへの通学が必要）。







































































































































































に興味を持たれた。M さんと K さんの出会いにより、









































3　 西川 [2016]、50 頁。
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な価値しか持たないものではなく、地域と大学が人
材育成事業を通じて共に育ち合う関係の中で、「地
元（和歌山という地域）の再発見」「もっと学びた
い」というモチベーションに加えて、「（地元の）和
歌山大学に進学したい」という次世代の可能性を喚
起させている。それは学校型事業でも、非学校型事
業でも、“学び”を中心に柔軟にアプローチすれば、
その可能性を創りだすことは可能であろう。
6. おわりに
本稿では南紀熊野サテライト、まちかどサテライ
ト事業の人材育成事業に参加した個別事例を紹介し
た。あくまで二つの地域拠点における個別事例であ
り、紹介した数は少ないかもしれないが、しかし“事
実”であることに間違いない。人材育成事業には多
元的な価値があり、単なる参加者数のみをもってす
べてを評価することは許されないと考える。この多
元的な評価、他事業における個別事例、その蓄積と
追撃調査、大学サバイバル戦略との具体的な融合戦
略など、さまざまな課題が残されているが、引き続
き個別事例の蓄積は進めていきたい。
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